























－ 84－ － 85－
そこで本稿では、学習者の学習成果をどのように実現・確認していくかという観
点から、現在筆者が開発に取り組んでいる英文速読・英文多読練習を行うためのリ




















































図5. 教員が作成した時間制限形式課題の教材リストの例図3. 教員が課題を設定する画面 ―課題文をcopy & paste―




































































































図11. reading efficiencyの具体例（Fry1963 p33より）図10. 教員が学習者の成績を管理する画面












そのためには、Fryが“One of the most important things the teacher can do is to 





















（6） 1920年代にプレッシー（S. L. Pressey 1888-1979）により自動採点型が開発され、50年代には
スキナーがそれまでのものとは全く異なるタイプを開発。これが現在のCAIの原点とされる。
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